
 

 

ひまわりやすにしこども園 

令和 5 年 1 月 31 日 

1 月は驚かされることばかりでした。 

ニュースでは、コロナ禍の中インフルエンザが 2～3 年流行を見せていないため、特に子どもたちは

免疫ができていないので大流行が予想されると言っていました。まさに、ひまわりやすにしこども園は

そういった状況でした。クラスの中に一人発症した子どもがでたら、あっという間にクラス中に感染し

てしまいました。保育室は、換気に気をつけ子どもたちは丁寧に手洗いをしてきたつもりでした。しか

し、ひまわり組からゆり組へあっという間に感染し、他のクラスでも兄弟関係での広がりを見せていま

す。幸い、新型コロナウイルス感染症は出ていない状況です。今の段階では落ち着きを見せている状況

です。インフルエンザは高熱が出たりと、少ししんどい状況にもなります。体調には気をつけてくださ

いね。 

もう一つのびっくりは、10 年に 1 度と言われる最強寒波の到来です。昼過ぎからの降雪が、夕方に

はこども園の園庭は真っ白になってしまう日もありました。普段ですと、子どもたちは園庭を走り回る

のですが、あまりの寒さのためかお迎えの後も遊ぶことなく帰っていました。大人の私たちは、雪が降

ると通勤や送迎等大変なことばかりですが、今回は雪国の大変さがよく分かったように思います。しか

し、願わくば「もう 1 度かまくらを作ることができるくらい大量の雪が降り、子どもたちがみんな登園

できれば嬉しいな」と思います。無理なことはわかりますが、みんなで思い切り遊びたいのです。 

2 月 3 日は節分です。子どもたちの豆まきで厳しい冬をやっつけ、暖かい春がやって来るのを待ちま

しょう。 

 

 

        

月 火 水 木 金 土 日 

  1 

 

2 3 節分 

豆まき会 

4 立春 5 

6 

 

7 8 

5 年生との交

流会 

9 

卒園記念写真

撮影（ゆり組） 

10 11 

健国記念の日 

12 

13 

保育実習生実習 

（2 人・～24 日

まで） 

14 

卒園記念写真

撮影（予備日） 

15 

誕生日会 

歯科検診 

（3 歳以上児） 

16 

人形劇ペポ観賞 

17 18 

保育参観日 

お弁当の日 

19 

20 

 

身体計測 

21 22 

歯科検診 

（3 歳未満児） 

23 

天皇誕生日 

24 

１年生との 

交流会 

25 

1 号認定入園

受付 

26 

27 28 

園だより・献立

表配布 

3/1 3/2 3/3 

ひなまつり会 

3/4 3/5 

行 事 予 定 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出席停止の期間の基準について 

 （学校保健安全施行規則第 19 条における出席停止の期間の基準について） 

 

 インフルエンザについては発症した後 5 日を経過し、かつ、解熱した後 2 日（幼児に

あたっては 3 日）を経過するまで。 

 

※出席停止の日数の数え方について 

日数の数え方は、その現象が見られた日は算定せず、その翌日を第 1 日とします。 

「解熱した後 3 日を経過するまで」の場合、例えば、解熱を確認した日が月曜日

であった場合には、その日は日数には数えず、火曜（1 日）、水曜（2 日）、木曜

（3 日）の 3 日間を休み、金曜日から登園許可ということになります。 

 

     ※解熱とは、37.4℃以下が 24 時間継続したことである。 

       （嘱託医「西村先生」に尋ねました。） 

図「出席停止期間：解熱した後 3 日を経過するまで」の考え方 

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

  

解 熱 

    

出席可能 

 

      

また、インフルエンザにおいて「発症した後 5 日」の場合の「発症」とは、「発熱」の

症状が現れたことをさします。日数を数える際は、発症した日（発熱が始まった日）は

含まず、翌日を第 1 日と数えます。 

水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 月曜日 火曜日 

発症 

      

出席可能 

 

 

治癒通知書は必要ありません。 

医師と相談され、健康チェックカードに毎日の検温の結果を記入してください。 

1 日目 2 日目 3 日目 

5 日 

発熱の症状が出現

寒い朝、園庭の隅で何度か「たき火」をしました。

手を火にかざしながら「火は暖かいね」「でも火事にな

ったらいけん」など話をしました。 

子どもたちは、暖かい、優しい大切な火だが、扱い

方によっては、怖い火にもなること、避難訓練の大切

さなども理解していました。「たき火」の火をながめな

がら、「焼き芋食べたいね」という声もありました。ゆ

り組、ひまわり組は、焼きマシュマロとして食べまし

た。 

「たき火」はもうしばらく続きます。 

炎を見ているだけで心は癒されます。 

発熱の症状が出現 


